









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































注　「北山峡の保護と観光開発計画」，『日本自然保護協会調査報』第２号，1961 年 10 月，より。
109吉野熊野国立公園内の北山川電源開発計画と反対運動（下）
図12　小森ダム建設で消滅したかつての一ノ滝の景観
一ノ滝（小森ダムサイト）
注　前掲「北山峡の保護と観光開発計画」より。
図13　七色ダム建設で水没する以前の七色瀞と蜂の巣峡の景観
七色瀞と蜂の巣峡（学術上貴重な甌穴群）
注　前掲「北山峡の保護と観光開発計画」より。
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確かに北山峡の約３分の１程度の自然，景観を維持し，その限りで移転
要求運動は，北山峡全体からみれば極めて限定的にであるが，北山峡を保
全したという意味で評価できるであろう。
しかし小森ダムさらに七色ダムの建設によって，北山峡全体の約半分程
度の自然，景観を喪失してしまった。この点では，小森，七色の２ダム建
設を阻止できなかったための自然，景観喪失の被害は極めて大きかったと
いえよう。
しかも北山川の上流の幾つかのダム，とくに池原ダムは，本来流れるべ
き北山川の水量を減少させ，さらに七色ダム，小森ダムは北山川本流の水
量を相当減少させ，本来の豊かな流量を制限し，北山川の自然，景観を著
しく衰退させたのである。
本来国立公園に指定されたので護られるべき自然と景観が，大きく傷つ
けられたのである。それは，国立公園論からみて許されないことであった。
私は，北山峡全体が，尾瀬や上高地のように全面的に保護されるべきだ
ったと考えている。
なおダム建設は，河川生態学的にみて，単に景観を破壊するだけでなく，
ダム建設によって目には見えないさまざまな河川と川口域，付近海岸の自
然環境の破壊をもたらした（4）。この問題について具体的な考察は，筆者の
力量を越えた問題であり，今後の研究に委ねたい。
つぎの問題は，北山川２ダム建設計画反対運動における地元の果たした
役割の評価についてである。結論をさきに述べれば，北山川２ダム建設反
対運動は，とくに奥瀞ダムの小森移転要求運動は，奥瀞峡の自然，景観保
全のために地元住民によって粘り強くおこなわれたと評価しなければなら
ない。
そして彼らの反対運動は，これまで尾瀬ヶ原，上高地の電源開発計画反
対運動にくらべても，地方自治体を巻き込み，民間団体，とくに観光協会
などの幅広い一般住民が，奥瀞ダムの小森移転という条件闘争でありなが
ら，自然，景観を保全しようとする激しい戦いをおこなったものと評価で
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きる。
通常では，自然公園審議会の計画承認で運動は終息するのであるが，北
山川２ダム建設計画反対運動は，そうした大きな権威に押し潰されること
なく，粘り強くおこなわれた点は，住民運動としても十分高く評価されな
ければならない。
とくに北山川２ダム建設反対運動は，後半の「国立公園を守る会」の運
動に示されたように，国立公園制度の理解の上に北山峡を保護しようとす
る姿勢をみせ，国立公園運動の面からも高く評価されなければならないと
いうことである。
以上，北山川２ダム建設計画反対運動について詳論してきたのであるが，
その運動は，国立公園の自然保護運動としてだけでなく，一般の自然保護
運動としてみても，実に意義深いものであり，われわれがなお学ぶべき多
くの教訓を残してくれているといえる。
吉野熊野国立公園内の北山川電源開発計画と反対運動（下）
注
（１）拙稿参照。前掲『自然保護協会事業状況報告書』（第三輯），123頁。
（２）ウエッブサイトの「水力発電所ギャラリー電源開発小森水力発電所」掲載
の黒渕の写真を参照。
（３）同上の「七色水力発電所」の七色ダム直下の写真を参照。
（４）川の生態学については，大内力他『流域の時代―森と川の復権をめざし
て』，ぎょうせい，1956年。中村太士『流域一貫―森と川と人のつながり
を求めて』，築地書館，1999年。山田広国編『水の循環』，藤原書店，2002
年，を参照した。
